
第 13回 新たな地域精神保健医療体制の構築 !ミ 向けた検討チーム

平成 22年 ¬1月 25日      1 資料 1-¬
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精神病床における認知症入院
患者の状況について

精神病床―の状況について
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精神病床入院患者の疾病別内訳
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精神病床数の変化
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2015年には250万人
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認知症疾患憲者数の年次推移
(血管性及び詳細不明の認知症及びアルツハイマー病)
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※自立度Ⅱ:日 常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さ
が多少見られても、誰かが注意していれば自立できる。

認知症患者数の将来推計 :厚生労働省老健局「2015年の高齢者介護」 (平成14年9月末についての推計)、 認知症患者の年次推移 :患 者調査
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平成 17年 9月中に退院した患者の平均在院日数 11
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「精神病床の利用状況に関する調査」
(平成19年度厚労科研「精神医療の質的実態把握と最適化に関する総合研究」分担研究 )

調査対象 :全国の精神病床を保有する病院 1,542病院中 997病 院が回答。
1か月の入院患者のうち10%を無作為抽出した調査にて、

回答総数 17,825人 、 認知症 (F00～03)の入院患者数 2,936人
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精神病床の認知症入院患者のADL
病棟種別'ADL(食 事)N=2,909
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「精神病床の利用状況に関する調査Jより(平成19年 度厚労科研「精神医療の質的実態把握と最適化に関する総合研究」分担研究) 13

精神病床の認知症入院患者のI‐ADL
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「精神病床の利用状況に関する調査」より(平成19年 度厚労科研「精神医療の質的実態把握と最適化にF・3する総合研究」分担研究)14



精神病床の認知症入院患者の重症度口看護必要度

重症度・看護必要度(他者への意志伝達)N=2,912

特殊疾患療養2

同療養病棟(介護保険)

認知症疾患治療病棟

精神療養病棟

救急・急性期治療病棟

精神二般病棟

0% 10% 2餅  3幌 4餅  5銚  6銘  7幌  80% 9協  100%

・ 2点
口
0点

0点 :できる 1点 :できる時とできなしヽ時がある 2点 :できない

重症度.看護必要度(危険行動への対応)N=2,906

特殊疾患療養2

同療養病棟(介 護保

認知症疾患治療病棟

精神療養病棟

救急・急性期治療

精神一般病棟

自分 の 意 思 決 定 を行 うため の認 知 能 力 N=2,916

特 殊 疾 患 療 養 2

同療養病 棟 (介護 保 険 )

認知 症 疾 患 治 療 病 棟

精 神 療 養 病 棟

救急・急 性 期 治 療 病 棟

精 神 一 般 病 棟

自分 の意 志 の伝 達 能 力 N=2,914

特 殊 疾 患療 養 2

同療養 病 棟 (介護 保 険 )

認知症 疾 患 治 療 病 棟

精 神 療 養 病 棟

救 急・急 性 期 治 療 病 棟

精 神 一 般 病 棟

口伝えられる
口いくらか困難
口

具体的要求に限られる

「精神病床の利用状況に関する調査」より(平 成19年度厚労科研「精神医療の質的実態把握と最適化に関する総合研究」分担研究 )

「精神病床の利用状況に関する調査」より(平 成19年 度厚労科研「精神医療の質的実態把握と最適化に関する総合研究J分担研究 )

重症度・看護必要度(診療・療養上の指示が通じる)N=2,912
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精神病床の認知症入院患者の認知能力・伝達能力
(調査日時点の状態)
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